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研究成果の概要（和文）：本研究はマンセル色票330枚について、３つのカラーネーミングを実施し、色カテゴ
リーの境界色に着目し、知覚された色において、どの色構成要素の違いが、カテゴリー名の変化に寄与するかに
ついて検討したものである。特にエレメンタリーカラーネーミングの結果から「水色」と「黄土色」の色カテゴ
リーに対応する領域において被験者全員による一致率が低くなることが示された。「水色」の領域では白と青の
変化が、「黄土色」では赤と黄、緑の色構成要素の変化が色カテゴリーの変化に寄与することが示唆された。

研究成果の概要（英文）：In the experiment, three color naming methods were conducted on 330 Munsell 
color charts to reveal which color component could be attributed to changes in the color category. 
The "light blue (Mizu)" and "ochre (Oudo)" areas had a lower agreement of color names between 
subjects. The "light blue (Mizu)" region suggested changes in white and blue color components, while
 in the "ochre (Oudo)" region, changes in red, yellow, and green color components contributed to the
 change in color categories.

研究分野： 視覚情報処理

キーワード： 色カテゴリー　カテゴリカルカラーネーミング　エレメンタリーカラーネーミング　The World Color S
urvey

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
色は言語の枠組みを超え、人類共通のコミュニケーションツールである。色の知覚であるカテゴリー色は、使用
する言語によらずに共通のグループ化がなされ、基本色名１１色で表現することができる。本研究ではカテゴリ
ー間の領域の色票に対して３手法のカラーネーミングを実施し、どの色構成要素の変化がカテゴリー名の変化を
もたらすのかについて検討した。この手法を確立することにより、共通の認識がある色名と無い色名を区別する
ことが可能であり、文化や情報を共有する際など、共通の認識がない色を共通の認識がある色へと変更する際の
指標と成り得る。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 色は言語の枠組みを超え、人類共通のコミュニケーションツールである。特に色名と対応した
色の知覚であるカテゴリー色は、Berlin & Kay[1]の研究によると、使用する言語によらずに共
通のグループ化がなされることが示された。このグループ化された色を基本色名という。基本色
名は 11 色あり、白、黒、赤、緑、黄、青、茶、紫、ピンク、オレンジ、灰から構成される。生
活で使用する色名の総数は国によって異なるが、基本 11 色名は基本カテゴリーから外れないた
め、文化や言語に依存しない色の分類として考えられている。 
Lindsey ら[2]は複数の言語について、D65 の照明光下にある 330 色のマンセル色票をテスト

色票として、カテゴリカルカラーネーミング法による実験を実施してきた。これまでに、Lindsey
ら[2]と同じ実験刺激、実験手法と解析方法を用いて、カテゴリー色の分類についての研究を日
本語[3]、台湾における中国語[4]、タイ語について実施してきた。本研究では、これまでの日本
人学生の結果における共通したカテゴリー色名の認識がある色票とない色票があることに着目
した[3]。共通の認識がない色票群は、共通認識のあるカテゴリー色の間に位置する。したがっ
て共通の認識のある色票群間のカテゴリー色の変化は、共通の認識がない色票群を跨いだ色構
成要素の変化がもたらすものであると予測できる。本研究においては、色構成要素の何が変化す
るとカテゴリー色名が変化するのかについて検討した。 
 
２．研究の目的 
 330 色のマンセル色票においてカラーネーミングを実施し、カテゴリー色の境界を求め、共通
認識のない色票の色構成要素（赤、黄、緑、青、白、黒）の変化を心理物理学的手法により測定
し、知覚された色構成要素とカテゴリー色の共通認識の有無について定量的な解析を実施する。
カテゴリー色の共通認識である不一致率合いを分析に導入することで、新たな視点の比較検討
を試みることが可能となる。そしてカテゴリー色の変化が、何に因るのものかについて明らかに
することを目的とする。 
 
３．研究の方法 
３．１ 実験刺激 
 実験で使用した色票は「Munsell Book of Color Glossy Collection」から Kay らの調査[5]
で使われたものを参考にした有彩色が 320 枚、無彩色が 10枚の 330 枚である。色票の台紙は、
大きさが 7×7cm でマンセル表記で N5の灰色の紙で覆われており、中央に 2.2×2.0cm のマンセ
ル色票がはめ込まれたものである。 
 色票は、天井に照明が設置された横 70cm、奥行き 50cm、高さ 50cm の実験ボックスの床面の中
央に置かれ、被験者に提示された。実験ボックス中央の照度は 2500(lux)、色度は(ｘ,
ｙ)=(0.36,0.42)であった。 
 
３．２ 実験手順 
 実験は実験 1 と実験 2 から成り、実験 1 では 330 枚の色票に対する 2 通りのカラーネーミン
グを実施した。実験 2では、実験１の結果を基に、色票の色構成要素を判定するエレメンタリー
カラーネーミングを実施した。 
実験 1で実施したカラーネーミングの一つは、フリーネーミング（FN）で、被験者は日常で使

用している色名を使用して、各色票の色名を回答した。ここでは、Lindsey ら[2]の手法同様に 3
つの制限を設けた。一つ目は「赤」のように色名が一単語のみで構成されていること、二つ目は
「薄紫」のように修飾語を使ったものや「黄緑」のように複数の色名を組み合わせたものは使わ
ないこと、三つ目は「さくら」や「ふじ」のように日常的に色の名前として使われていることで
ある。もう一つのカラーネーミングは、基本 11 色であるベーシックカラーターム（BCT）の白、
黒、赤、緑、黄、青、茶、紫、ピンク、オレンジ、灰から強制的に一つの色名を回答するもので
ある。BCT によるカラーネーミングは、フリーネーミングでの色名が基本 11 色以外であった色
票に対して実施した。 
実験 2ではエレメンタリーカラーネーミングを実施した。概念図を図 1に示す。ここでは、ま

ず、被験者は色票の見えを 100 とし「無彩色」と「有彩色」に分けた。次に、「無彩色」を「黒
み」と「白み」で 100、「有彩色」を「赤か緑」と「青か黄」で 100 となるようにそれぞれ応答し
た。 

 

図1 エレメンタリーカラーネーミングに
よる色の見えの応答の割合 



 両実験とも被験者は同じ 8 人で実施し、年齢は 21 から 24 歳で、男性は 1 人、女性 7 人であ
った。実験 1の実施前に石原式色覚検査票による色覚検査を実施し、全員が色覚正常であること
を確認した。  
 
４．研究成果 
４．１ 実験 1：カラーネーミングの結果 
４．１．１ フリーネーミング（FN）の結果 
 色票に対して自由な色名を応答した場合の結果から、8 名の被験者が回答した色名数は合計
103 であった。使用された色名の平均数は一人当たり 20 色名であった。全被験者が使用した色
名は「赤・オレンジ・黄・緑・青・紫・ピンク・茶・白」で、7名が使用した色名が「グレー・
水」、6名が使用した色名が「黄土」、5名が「黒・抹茶・肌」、4名が「ターコイズ・紺・空」で
あった。基本 11 色名に次いで「水」、「黄土」、「抹茶」、「肌」が多く使用されており、先行研究
[3]と同じ傾向を示した。 
 330 枚の色票に対する全被験者の色名の一致率を図 2に示す。被験者の一致率が 80%以上の色
票を赤色、60%以上 80%以下の色票を黄色で示している。結果から YR と Y と GY の領域と、BGと
B の領域において赤塗りの領域が減少しており、一致率が低いことが示された。これらの領域の
色名は被験者ごとに異なっており、統一した色名がなく、色名に対する認識が一致していないこ
とを示している。 
日本人を対象とした先行研究において、Uchikawa ら[6]による結果よりも Kuriki ら[3]による

結果の方が、「草」を使用した被験者が少なかった。本実験でも「草」を使用した人は 2名で、
使用対象の色票数は 16 枚であったことから、「草」を使う人が少なくなっていることが示され
た。さらに Kuriki ら[3]は、「草」は「抹茶」に置換されつつあることを示唆していたが、本実
験でも「草」より「抹茶」がより多く使用され、時代により色名が変化していることを示唆して
いる。また、Kuriki ら[3]の研究では「肌」を使用した被験者数が基本 11 色と「水」に次いで
13 番目に多く、本研究でも 14 番目に多い色名であった。肌色が日本人にとって使用が多い色名
であることが分かる。しかしながら、多様性を配慮する世論の動向もあってか、多くの被験者が
「肌」と回答する際に「肌色は使ってよいのか」と確認することがあり、「肌」という色名の使
用に対する抵抗がみられた。実際に、「はだ色」という色名は色鉛筆などの商品からも取り除か
れるようになり、ペールオレンジやうすだいだい等のように他の色名に変えられており、今後、
「肌色」の使用は減少すると考えられる。 

４．１．２ ベーシックカラーターム（BCT）による結果 
 色票に対して基本色名 11 色名（赤・オレンジ・黄・緑・青・紫・ピンク・茶・黒・灰・白）
による結果について、8名の被験者の一致率を図 3に示す。被験者の一致率が 80%以上の色票を
赤色、60%以上 80%以下の色票を黄色で示している。フリーネーミングによる結果と比較すると、
一致率が高く、基本色名を用いることにより多くの色名が共通の認識となることが分かる。また
図 2 において、BG と B との間の領域における一致率が低かったが、本結果においても青と緑の
間に一致率が低い領域が存在する。また図 2において、YRと Yと GY の領域において一致率が低
かったが、本結果においても YR と Y と GY において一致率が低い領域がみられた。これらのこ
とは、2領域においては、共通の認識となる色名がないことを示しており、色カテゴリーの境目
の領域であることが考えられる。 

図 2 330 色票に対する全被験者による色名の一致率 (a)10 枚の無彩色色票, 
(b)220 枚の有彩色色票 

図 3 330 色票に対する全被験者による色名の一致率 (a)10 枚の無彩色色票, 
(b)220 枚の有彩色色票 



４．２ 実験 2：色構成要素による検討 
 実験 1 で実施したフリーネーミングとベーシックカラータームの結果から、特に一致率が低
かった「BGと B」の水色領域と「YRと Y」の黄土色の色カテゴリー領域に着目し、実験 2では色
構成要素の観点から、色カテゴリーの移行について検討した。 
実験では、水色のカテゴリーの範囲とその周囲の色票 52 枚、黄土色のカテゴリーの範囲とそ

の周囲の色票 28枚の合計 80 枚の色票を選択した。これらの色票に対して「3.2 実験手順」で
述べたエレメンタリーカラーネーミングを実施した。この手法により、水色と黄土色の領域にお
ける色構成要素の変化を定量的に分析することが可能となり、どの要素の変化が色カテゴリー
の変化に寄与するのかについて検討した。分析は図 2、3で示すように上下左右に隣り合う色票
において、色相が変化した場合に加え、黒みか白みの変化量が 30％以上であった場合を変化が
あった色票として、「変化した境界の色票数」の「境界の色票の総計」に対する割合を求め、全
被験者の平均値を算出した。この値が高いほど、色の変化が大きいことを示し、変化した色要素
が、色カテゴリーの変化に寄与している色要素となる。実験には 4.1 の実験に参加した同じ被験
者が参加した。 
 
４．２．１ 水色カテゴリーについて 
 被験者の平均値は、白が 0.64、黒が 0.19、赤緑が 0.45、黄青が 0.76 であった。黄青が 0.76
で最も高く、次いで白が 0.64 となり、黄青と白には有意差が見られた(t(7)=-5.11,p<.05)。黄
青のうち青が使われていたことから、「水」の色カテゴリー境界では知覚的に青と白の割合が変
わっていることが分かった。つまり水色は色構成要素である青と白の変化により他の色名に変
化するということである。これは、被験者らによる内観報告において、水色は青色と白色が混ざ
っているものだという報告があり、青と白の値を変化させることで水色を表現しようとしてい
ることが推測され、これが色カテゴリーの変化へと結びついたことが考えられる。 
 
４．２．２ 黄土色カテゴリーについて 
被験者の平均値は、白が 0.52、黒が 0.61、赤緑が 0.78、黄青が 0.62 であった。赤緑が 0.78

で最も高く、次いで黄青が 0.62 となり、赤緑と黄青には有意差は見られなかった
(t(5)=1.54,p>.05)。「黄土」の色カテゴリー境界では、色相である赤緑黄青の割合が変化したこ
とが明らかとなった。つまり「黄土」は赤緑黄青の色みが変化することで他の色名に変化するこ
とになる。この結果から、被験者は「黄土」は色相が変化することが色カテゴリーの変化へと結
びついたことが考えらえる。 
 
４．３ 黄土色カテゴリーの色構成要素について 
 実験 1 のフリーネーミングにおいて「黄土」と回答された色票は、ベーシックカラータームに
おいては複数の色名の回答が得られた。「4.2.2」で示されたように、黄土は色相の変化として表
現されていることから、その色相の色のばらつき具合について検討する。 
被験者 2名の黄土色、茶、オレンジ、黄の色分布を極座標で示したものを図 4に示す。これら

はエレメンタリーカラーネーミングにより求めた結果であり、半径は色みの量の割合、円周が色
相に対応している。円周付近の線は、茶色の線が茶と回答された色票の結果、同様にオレンジ色
の線がオレンジと、黄土色の線が黄土と、黄色の線が黄と回答された結果を示している。 (a)で
は茶の範囲が大きく、赤から緑に近い色相の範囲まで広がっている。黄とオレンジは重なってい
ないが、「黄と黄土、茶」、「オレンジと茶」が同じ色相の範囲を占めている。一方、(b)では、茶
の範囲は(a)よりも狭いが、「オレンジと茶」は同じ色相の範囲を占めている。また(b)は黄土が

図 4 黄土と茶、黄、オレンジの色相の違いについての比較 (a)、(b)は異なる被験者
の結果 

(a) 
S1 

(b) 
S2 



黄とオレンジで僅かに重なっており、色相の変化に対応した黄・黄土・オレンジという色名の移
行であることを示している。8 名の被験者において、(a)のように黄土と黄が同じ色相の範囲を
占めていた結果が 5名で、(b)のように移行の様な重なりを示していたのが 2名であった。黄土
色の色構成要素とカテゴリー色を検討するには、被験者数を増やした解析が必要となる。 
被験者全員の傾向から、黄土と茶には色相の広がり方が違うという特徴があることが示され

た。茶は第一象限に多くプロットされており円の中央に寄っているものが多いことが示された。
一方で、黄土は第二象限にプロットされているものが多く、円の中心にも円周近くにもプロット
されていることが示された。つまり茶は赤の成分が多く彩度が低いものとして知覚し、それに対
して黄土は緑の色要素に及ぶほどの幅広い色相のものと知覚していると考えられる。(b)のよう
に、被験者によっては、黄土は黄やオレンジ、茶などの基本色名とは色相が重ならない、異なる
色カテゴリーとなることが明らかとなった。 
 
４．４ 研究成果のまとめ 
本研究から、現在の日本語の色名には 11 の基本色名に加えて「水」と「黄土」が多く使用さ

れていることが明らかとなった。研究成果としては「水」のカテゴリー境界では、青と白の知覚
的変化が起こること、「黄土」のカテゴリー境界では色みの赤緑黄青の知覚的変化が起こること
が分かった。また黄土の色みの知覚は被験者によって異なり、「オレンジ」や「黄」などの基本
色名に属さない色カテゴリーである場合があることが明らかとなった。本実験で使用している
330 色の色票を用いた研究についての調査から、ディープニューラルネットワーク（DNN）によ
る物体の反射率推定の研究においては、黄土色領域は、他の色相領域と比較すると、明度判定の
エラーが少なく、彩度のエラー多かった。また青緑領域は、彩度のエラーは少なく、明度のエラ
ーが多かった。DNN による解析においても黄土色領域と青緑領域は特徴的な色相領域であること
が示唆された。これまでの色カテゴリーについての研究では特に水色の領域の色名に着目した
研究が多いが、青緑領域のみではなく黄土色領域についての検討も必要だと考えられる。 
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